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金沢歌劇座の建替検討について 

 

１．経 緯 等 

   令和元年度「金沢歌劇座あり方検討懇話会」を設置し、本市における芸術文化ホー

ルのあるべき姿について取りまとめた。 
 

【懇話会「取りまとめ」（令和２年２月）の概要】 
 

（１）立地  賑わい創出に寄与することから、まちなかにあることが望ましい。 

現在の歌劇座の敷地を念頭に置いて検討すべき。 

（２）規模  現在の歌劇座と同程度の規模（客席数）を維持すべき。 

（３）整備区域等に係る課題 

〇高 さ：歌劇座の敷地の高さ規制は 18m であり、ホールに求められる機能

を満たすため、必要な建物の規模を設定した上で、地下化など 18m

の規制に対応していくための検討を要する。 

○敷 地：ホールに求められる機能を確保するために必要なスペース等を設

けるにあたり、当該敷地内で配置が可能か、周辺敷地まで活用す

るか検討を要する。 

   （４）まとめ 本市の芸術文化拠点に求められる３つの機能（「質の高い芸術に触

れる場」「芸術文化活動を発表・披露する場」「交流する場」）を満

たすため、整備区域等に係る課題の解決を図った上で、歌劇座を建

て替えるべき。 

 

これらを基に、今年度、整備区域等に係る課題について技術的な検討を行った。 

 

２．今年度の検討の概要 
 

（１）検討に係る前提条件 
 

① 施設規模 

他都市の類似施設を参考に、求められる機能を満たすために必要な諸室の諸元

を算出した。 
 

② 高 さ 

     基本パターン〔Ａ〕に加え、パターン〔Ｂ〕についても検討。 

     〔Ａ〕施設の全てを高さ規制の 18m 以下とするパターン 

     〔Ｂ〕舞台上部を除き、施設の大部分を高さ規制の 18m 以下とするパターン 
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   ③ 敷 地 

     基本パターン〔Ⅰ〕に加え、周辺敷地を含めたパターン〔Ⅱ〕についても検討。 

     〔Ⅰ〕現歌劇座・下本多町車庫の敷地 

     〔Ⅱ〕上記の敷地に、金沢ふるさと偉人館の敷地を加えるパターン 

 

      【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

（２）施設規模の算出 

※ 以下の数値は、あくまで今般の検討のために想定した値であり、今後の詳細

な検討により変わり得る。 
 

   ① 想定される高さ 

質の高い芸術に触れる場としての機能を満たすためには、現歌劇座より、舞

台上部の空間に高さが必要であり、他都市の類似施設を参考に、舞台上部の高

さを約 35m（現歌劇座：約 20m）と想定した。 

 

      【断面図】 

 

 

 

 

 

      なお、この想定に基づき、一般的な設計により建設した場合、施設の大部分

の高さは約 24m、一部の高さは約 36m、地下掘削は約９m になると想定される。 
 

      【立面イメージ（敷地南側からの視点）】 
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② 想定される延床面積 

現歌劇座と同程度の規模（客席数）を維持しつつ、「取りまとめ」で示された

３つの機能を満たすため、他都市の類似施設を参考に、舞台、客席、楽屋、ロ

ビー・カフェ等の諸室の延床面積を約 18,200 ㎡（現歌劇座：約 10,800 ㎡）と

想定した。 

 

（３）検討結果 
 

〔Ａ〕施設の全てを高さ規制の 18m 以下とするパターンの場合 

・施設の全てを 18m 以下とするためには、地下 25～30m の掘削が必要となる。 

・現歌劇座・下本多町車庫の敷地のみ〔Ⅰ〕ではドライエリア（※）が確保できず、

整備が困難。 

・偉人館の敷地まで加えた場合〔Ⅱ〕、整備は可能だが、地下化にともない、観客・

出演者等の使いやすさの面、施工面、費用面等で様々な課題が生じる。 
 

〔Ｂ〕舞台上部を除き、施設の大部分を高さ規制の 18m 以下とするパターンの場合 

・現歌劇座・下本多町車庫の敷地のみ〔Ⅰ〕で概ね必要な機能を満たすことがで

きる。 

・偉人館の敷地まで加えた場合〔Ⅱ〕には、屋外広場や駐車場に、多少余裕を持

った配置が可能となる。 
 

   【立面イメージ（敷地南側からの視点）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）ドライエリアとは 

地下室を設ける場合に、通風や採光を確保する目的で、地下室の外側に地面を掘り下げてつくる、

屋根や天井のない空間。設備機械等の搬出入スペースとしても使用する。 
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（４）検討結果に対する有識者の主な意見 

     検討結果に対し、有識者への意見聴取を行った。 
 

【主な意見】 

・金沢市では、景観上のまちづくりに与える重要な要素として、建物の高さを

コントロールすることにより、景観を守ってきた。そのため、市のホールに

ついては、高さを 18m 以下とすることを、まず検討すべき。 

・地下を深く掘削して整備する場合は、地下水の問題のほか、整備費が大きく

増加するということも踏まえて検討すべき。 

・ホールという建物の構造上、やむをえず建物の一部（舞台上部）の高さが 18m

を越えることについては、周辺からの見え方等を検証し、景観の専門家の意

見も聞いた上で、理解を得られるか検討すべき。 

・景観の保全、休館の影響回避等の点から、代替地についても検討すべき。 

・ホールの規模（客席数）については、懇話会取りまとめの内容から再検証し

てもいいのではないか。 

・ホールの機能の一つに、災害時の避難場所等としての活用も念頭に置くべき。 

 

 （５）まとめ（課題） 

・舞台上部の高さを抑えるための工夫や高深度の掘削など施工面 

・建物周囲や眺望点等からの見え方をはじめとする景観面 

・整備期間中の休館対応や、現敷地以外での建設の可能性       等 

 

３．今後の予定 

金沢歌劇座の建替えについて、技術的見地から、諸課題への対応を引き続き検討す

る。 

 


